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組織図 

 

調査 

 

理事官は、海難を認知すると直ちに調査を行います。その結

果、故意又は過失があると認める者（海技士、小型船舶操縦士､

水先人）を受審人に、受審人の故意又は過失の内容及び懲戒の

量定を判断するため必要と認める者を指定海難関係人にそれぞ

れ指定し、審判開始の申立てを行います。 

海難審判は公開の審判廷で、審判官、書記が列席し、理事官立会い

のもと、受審人及び指定海難関係人とそれを補佐する補佐人が出廷し、

口頭弁論により行われます。受審人に故意又は過失があると認めた場

合、裁決により懲戒処分を行います。 

裁 決 

・免許の取消し 

・業務の停止 

・戒告 

海難審判所及び地方海難審判所の

裁決に不服がある場合は、裁決の取消

しを求める訴えを提起することができま

す。（裁決言渡しの翌日から３０日以内） 
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不要処分 

［海難審判所の目的と任務］ 

［海難審判所の組織］ 

・ 「海難審判所」においては３人の審判官、「地方海難審判所」

においては通常１人の審判官で海難審判を行います。 

 

［対象となる海難］ 

審  判 調  査 

・ 日本船舶の海難事件については、日本国内の河川や湖沼、全世界

の水域にわたって海難審判の対象となります。 

・ 船舶は、用途及び大きさを問わず、人又は物を乗せ、前記水域を航

行する船舶であって、進水以後のものが調査の対象となります。 

※重大な海難とは 

● 海難審判所は、海難の発生の防止に寄与することを目的としており、海技士

若しくは小型船舶操縦士又は水先人に対する懲戒を行うための海難の調査

及び審判を任務としています。 

● 船舶の運用に関連した船舶又は船舶以外の施設の損傷 

● 船舶の構造、設備又は運用に関連した人の死傷 

● 船舶の安全又は運航の阻害 

● 海難審判所は、東京に置かれ、重大な海難※について審判を行います。 

● 地方海難審判所は、函館、仙台、横浜、神戸、広島、門司、長崎に置かれ、那

覇には門司の支所が設けられ、それぞれの管轄区域において発生した海難（重

大な海難を除く。）について審判を行います。 

● 旅客のうちに、死亡者若しくは行方不明者又は２人以上の重傷者が発生したもの 

● ５人以上の死亡者又は行方不明者が発生したもの 

● 火災又は爆発により運航不能となったもの 

● 油等の流出により環境に重大な影響を及ぼしたもの 

● 次に掲げる船舶が全損となったもの 

   ♦ 人の運送をする事業の用に供する１３人以上の旅客定員を有する船舶 

   ♦ 物の運送をする事業の用に供する総トン数３００トン以上の船舶 

   ♦ 総トン数１００トン以上の漁船 

● 上記に掲げるもののほか、特に重大な社会的影響を及ぼしたものとして海難審判所

長が認めたもの 

（不服がある場合） 

（不服がない場合） 
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東京特別の機関
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首席理事官
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函館，仙台，横浜，神戸，広島，
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所 長
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